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地 理 歴 史 

 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

「社会的な見方・考え方」を働かせる地理・歴史の授業実践 

(2) 研究のねらい 

問いを立てるための視点（見方）や、知識の概念化のための思考（考え方）は、深い学びを実現す

る鍵とされる。そこで、「社会的な見方・考え方」を念頭に置いた指導と評価の一体化を通して、公

民としての資質・能力の基礎を養うことをねらいとする。具体的には、生徒がこれまでの学習で身に

付けた見方・考え方を踏まえた単元の構成や、地理歴史科の特質に根差した資質・能力を育てる授業

実践について研究する。 

 

２ 実践事例 

 【事例１】 

(1) 単元指導計画 

ア 科目名：「地理総合」 

イ 単元名：世界の気候と人々の生活 

ウ 単元の目標： 

(ｱ) 世界の人々の特色ある生活文化を基に、人々の生活文化が気候から影響を受けて多様性を持つこ

とや、地理的環境の変化によって変容することなどについて理解する。また、自他の文化を尊重

し国際理解を図ることの重要性などについて理解する。 

(ｲ) 世界の人々の生活文化について、その生活文化が見られる場所の特徴や自然条件との関わりなど

に着目して、主題を設定し、多様性や変容の要因などを多面的・多角的に考察し、表現する。 

(ｳ) 世界の気候と人々の生活文化の関わりを基に、多様性と国際理解について、よりよい社会の実現

を視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う。 

エ 単元の評価規準 

 

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 評価のポイント・指導上のポイント 

１  

 

 

 

１

・

２

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世界の人々の特色ある生活文

化を基に、人々の生活文化が気

候から影響を受けて多様性を持

つことや、地理的環境の変化に

よって変容することなどについ

て理解している。 

・自他の文化を尊重し国際理解

を図ることの重要性などについ

て理解している。 

・世界の人々の生活文化につい

て、その生活文化が見られる場所

の特徴や自然条件との関わりなど

に着目して、主題を設定し、多様

性や変容の要因などを多面的・多

角的に考察し、表現している。 

・世界の気候と人々の生活文化の

関わりを基に、多様性と国際理解

について、よりよい社会の実現を

視野にそこでみられる課題を主体

的に追究、解決しようとしてい

る。 

単元全体の問い：「気候や植生は、人々の生活にどのような影響を与えているのだろう？」 

ねらい：「気候要素が生活に影響を与えることを理解する。また気候が植生に影響を与え

ることを理解する。」 
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３ ・雨温図から人々の生活の違いを想像

し、ワークシートに記述する。

・海流の動きや大気循環を理解するた

め、語句の確認や図の作成を行う。

・植生と気候区分についてワークシー

トで確認する。

・気候区分の基本語句を確認し、雨温

図、ハイサーグラフについてワークシ

ートに記述する。

● ● 〇 ・中学生までの知識も踏まえ、グラフ

から人々の生活を想像し、主体的に追

究できているかをワークシートから見

取り、「主体的に学習に取り組む態

度」を評価する。［評価のポイント］

・海流については今後気候を学習する

にあたっても大きく影響することを伝

える。［指導上のポイント］

・高気圧や低気圧が降水にも影響を与

え、生活文化への影響にもつながるこ

とを伝える。［指導上のポイント］

２ 

４

・

５ 

・気候全体を見通したワークシートに

記述する。

・熱帯に関係する問いについて考察し

ワークシートに記述する。

・振り返りをGoogle スプレッドシー

トに記述し、自身の考えを表現する。

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

・振り返りを通して「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」

を見取る。自己調整、学習に対する粘

り強さ、次の学習へのつながりを見い

だそうとしているかどうかを評価す

る。［評価のポイント］

・必要に応じて、個別の指導等を実施

する。［指導上のポイント］

３ 

６

・

７ 

・乾燥帯に関係する問いについて考察

しワークシートに記述する。

・振り返りをGoogle スプレッドシー

トに記述し、自身の考えを表現する。

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

・振り返りを通して「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」

を見取る。自己調整、学習に対する粘

り強さ、次の学習へのつながりを見い

だそうとしているかどうかを評価す

る。［評価のポイント］

・必要に応じて、個別の指導等を実施

する。［指導上のポイント］

４ 

８

・

９ 

・温帯に関係する問いについて考察し

ワークシートに記述する。

・振り返りをGoogle スプレッドシー

トに記述し、自身の考えを表現する。

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

・振り返りを通して「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」

を見取る。自己調整、学習に対する粘

り強さ、次の学習へのつながりを見い

だそうとしているかどうかを評価す

る。［評価のポイント］

・必要に応じて、個別の指導等を実施

ねらい：「熱帯地域特有の気候や植生の影響が、世界の多様な生活文化の一部を形成 

 していることを理解し、地理的な見方・考え方を働かせて気候と人々の生活と

の関わりについて考察する。」 

ねらい：「乾燥帯地域特有の気候や植生の影響が、世界の多様な生活文化の一部を形 

成していることを理解し、地理的な見方・考え方を働かせて気候と人々の生

活との関わりについて考察する。」 

ねらい：「温帯地域特有の気候や植生の影響が、世界の多様な生活文化の一部を形成 

 していることを理解し、地理的な見方・考え方を働かせて気候と人々の生活

との関わりについて考察する。」 
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する。［指導上のポイント］ 

５ 

10

・

11 

 

 

 

 

 

・亜寒帯・寒帯に関係する問いについ

て考察しワークシートに記述する。 

・気候全体を見通した振り返りを

Google フォームに記述し、自身の考

えを表現する。 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

・ここまでの振り返りを踏まえ、気候

全体の振り返りを行い、地理的な見

方・考え方を働かせた多面的、多角的

な考察、振り返りになっているかを通

して「思考・判断・表現」「主体的に

学習に取り組む態度」を評価する。

［評価のポイント］ 

※「知」「思」については、単元学習後に行われる定期試験において記録に残す評価として見取ること

とする。 

 

カ 授業実践例 (６時間目／11時間) 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１ 導入 

◇前時までの内容、本時の問いの確認（５分） 

 

 

 

・熱帯ではどのようなところに気候と人々の生活との関わりが見

られたかを確認する。 

・地理的な見方・考え方（位置や分布、場所、人間と自然の関わ

り）を意識させる。 

 

 

 

 

 

 

２ 展開 

◇ワークシートを使用したグループワーク（30分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・乾燥帯と人々の生活に関わるワークシートをグループで取り組

む。 

・他グループと内容を共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●知識・技能 

乾燥帯の特徴を捉え、人々の生活

への影響を理解しているか。（ワ

ークシート） 

●思考・判断・表現 

地理的な見方・考え方を働かせ、

気候と人々の生活について多面

的、多角的に考察しているか。

（ワークシート） 

ねらい：「亜寒帯・寒帯地域特有の気候や植生の影響が、世界の多様な生活文化の一     

部を形成していることを理解し、地理的な見方・考え方を働かせて気候と人々

の生活との関わりについて考察する。」 

MQ：〇乾燥帯の気候や植生は、人々の生活とどのように関わり合っているのだろう？ 

SQ：〇教科書ｐ71の乾燥帯の分布を見て、気付いたこと、読み取れたことをまとめてみよう。 

  〇写真はモロッコなどで使用される土鍋である。なぜこのような形をしているのだろう？ 

〇ウクライナは中央部から南部は乾燥帯に属する範囲であるが、なぜ世界的な農牧業地帯と

なっているのだろう？ 

〇地図はエチオピアに建設されたダムに関する地図である。乾燥帯を走るナイル川流域に作

られたこのダムの建設は国際問題に発展したが、どのような問題があったのだろう？ 
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３ まとめ（15分） 

 

 

 

・Google スプレッドシート上で本時の振り返りを行う。 

・次回の内容を確認する。 

 

 

 

 

 

 

●思考・判断・表現 

地理的な見方・考え方を働かせ、

人々の生活と気候について多角

的、多面的に考察しているか。

(Google スプレッドシート) 

 

●主体的に学習に取り組む態度 

授業において学んだことをいか

し、人々の生活と気候について主

体的に追究しようとしているか。

（Google スプレッドシート） 

 

 

研究実施校：神奈川県立上溝南高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月30日(水) 

授業担当者：佐藤 潤 教諭 

 

参考文献 

・使用教科書 帝国書院『新地理総合』 

・副教材 帝国書院『新詳地理資料 ＣＯＭＰＬＥＴＥ2024』 

・地図帳 帝国書院『新詳高等地図』 

・文部科学省『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説地理歴史編』 

・図書文化社『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』 

 

 (2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント  

ア 「地理総合」の授業づくりについて 

 研究授業は大項目Ｂ(1)で行った。「高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説地理歴史編（以

下『解説』とする）」ｐ.52から始まる「Ｂ 国際理解と国際協力(1)生活文化の多様性と国際理解」

の「内容の取扱い」には「世界の人々の特色

ある生活文化を，その生活文化が見られる場

所の地理的環境の共通点や相違点，歴史的背

景との関わりから捉えることなどが考えられ

る。」 や「自他の文化を尊重し国際理解を図

ることの重要性など理解すること 」といった

記述が見られる。また解説ｐ.53を見ると、大

項目Ｂの中項目(1)では地理的な見方・考え方

のうち「場所」や「人間と自然環境との相互

依存関係」に関わる視点に着目することにな

っている。このような記述を参考に、生徒の

中で地理的な見方や考え方を働かせながら、

多面的な視点を獲得できるような授業を行い

たいと考えている。 

イ 本時の授業について 

 本時の授業については『解説』の内容に加

え、今年度の教育課程推進委員会全体の研究

テーマである「組織的な授業改善の推進～

『指導と評価の一体化』の実現に向けた教育

実践～」、そして教育課程推進委員会地理歴

史部門の研究テーマである「『社会的な見

方・考え方』を働かせる地理・歴史の授業実

践」の２点を意識して授業を考えた。 

MQ：〇乾燥帯の気候や植生は、人々の生活とどのように関わり合っているのだろう？ 

図１ ワークシート 
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 展開は四つの問いを設定したワークシートを使用し、生徒に４人１組のグループで、途中移動も

はさみながら問いについて考察し、授業の最後に本時の問いについての考察をGoogle スプレッド

シートに記入するという形をとっている。Google スプレッドシートを使用することで他の生徒の

考察もその場で見られるため、自然と共有が図られる形となり、多面的な見方を取り入れた上で、

自身の考察も行いやすくなるのではないかと考えた。 

ワークシート（図１）について、一つ目の問いは教科書の地図を参考に、乾燥帯地域の分布につ

いてイメージを持たせるために分布について考察する問いを設定した。ニつ目の問いは自然環境と

人々の関わりについて、生活文化から事例を取り上げ考察する問いとして、水分を効率よく活用す

るタジン鍋を事例として取り上げた。三つ目の問いは乾燥帯だが農業が盛んな地域について、自然

環境のイメージと農業が盛んであるという関連性が分かりづらい事例として取り上げた。四つ目の

問いは乾燥帯地域で現代に起こっている問題を取り上げ、国際理解にもつなげたいと考えた。 

ウ 「指導と評価の一体化」について 

 小単元ごとの本時の問いについて、

授業の後半でパソコンやスマートフォ

ンを使用してGoogle スプレッドシート

に考察を記載させ、その考察を基に形

成的評価として見取り、生徒が次の問

いに移る前に、地理的な見方・考え方

が働かせることができていない生徒に

対して指導を行う。そして、次の考察

をより良いものにすることを繰り返

し、生徒全員が「場所」や「人間と自

然環境との相互依存関係」を中心に、地理的な見方・考え方を働かせることができるようになって

いる状態で記録に残す評価となる問いに臨めるようにしていきたいと考えている（図２）。 

エ 生徒の考察について 

 本時は「乾燥帯の気候や植生は、人々の生活とどのように関わり合っているのだろう」という問い

について考察を書かせた。その中で、学んだことや自身の知識を踏まえて地理的な見方・考え方を働

かせた考察を記入できているかを見取った。そして事前に前回の考察を確認し、考察が不十分な生徒

に対して指導を行い、本時の考察に取り組ませた。 

 

・考察の記述（生徒の記述ママ） 

生徒①（上が最初の記述、下が指導後の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初の考察と、その内容を踏まえて指導した後の考察についてである。最初の考察と比較し、指導

後の考察は幅広く乾燥帯について記述できているが、記載事項の大部分が本時で行った内容の記録に

なってしまっている。生徒の多くがこのパターンの変化であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 指導と評価のイメージ図 

同じ熱帯気候でも、雨季と乾季に別れているため降水量などの違いにより、 乾季は木や草が育たず、

雨季はよく育つ。また、育つ食物が違ったりしている。 

 

 

乾燥帯は、雨が少なく乾燥しているため、モロッコのように、少ない水でも料理できるような土鍋を使

用している。 また、乾燥帯のなかでもウクライナは、ほかの地域よりも比較的雨が多く、雨季と乾季

がはっきりしているため、 世界的な農牧業となっている。エチオピアにダムが、建設されたことによ

り、ほかの国にも影響が出て国際的な問題になった。 
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生徒②（上が最初の記述、下が指導後の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初の考察と比較し、指導後の考察では水資源が重要であるという乾燥帯の特徴や、授業の内容に

加えて自身の知識である服装にも触れた考察ができている生徒もいた。 

 

生徒③（最初の記述のみ） 

 

 

 

 

 

 

 生徒③のように、最初から自然環境だけでなく、歴史や宗教などの社会環境にまで視野を広げて考

察できている生徒や、国際理解につながる意見を持てている生徒もいた。 

オ 研究協議の中で見られた課題について 

(ｱ)「正解主義」的な考えにより、多くの生徒の考察が内容の記録になってしまった。 

 生徒①のように、小単元ごとの問いに対し、多くの生徒が本時の内容の記録になってしまっていた。

このことについて、協議では生徒たちの中に「正解主義」と呼べるような、正答を重視しすぎる傾向

があり自分の考えを表現するに至らないのではないかという議論になった。本来であれば生徒たちに

は授業で学んだ内容、そして気候の特徴や自身の知識などを踏まえた上で、気候と人々の生活とのか

かわりについて考察をしてほしいと考えている。考察については見当違いや大幅な間違いはあるかも

しれないが、正解は一つではないため、自身の考えを表現してもらいたい。 

このことについて、初めに問いについて仮説を立てるなど、自分なりの解釈をアウトプットする作

業を入れると良いのではないかという議論になった。そうすることで、自身の考えを持った上で授業

に取り組むことができ、自分なりの考察へとつながるのではないかと考えられる。また改めて教師側

から、生徒が考察に取り組む前に自身の考えを表現できるように働きかることや、生徒が考察した中

での良いものを共有することで、より良い改善につながるのではないかということも考えられる。 

(ｲ) 「地理総合」の単元ごとの授業時間数について 

「地理総合」は標準単位が２単位であるが、教科書の記載内容は豊富である。『解説』を見ると

ｐ.70には「諸事象を網羅的に扱ったり，諸要素の成因を細かく考察したり，用語や概念を細かく列

挙してその解説に終始したりするような扱いは避け」とある。また『解説』では各項目における学習

内容や目標を説明しているが、学習内容については『解説』の「内容の取扱い」各文章において「な

ど」の記載があり、どの内容をどの程度扱うかについては、生徒の実情に合わせて目標を実現するこ

とができれば良いとなっている。 

「地理総合」は大項目Ｃまで学習することで学習指導要領上の趣旨を達成できるという側面もある

ため、年間指導計画及び単元の指導と評価の計画などで見通しを立てる必要があると考える。 

本校は大項目Ｂの(1)では地形の内容を取捨選択し、気候に少し時間を多めに割く計画で進めてい

る。他校の事例では気候分野に割く時間は３時間程度という学校もあり、生徒の実態や学校の実情に

あわせて目標達成のためにどのような学習内容としていくかの調整が必要となる。 

今回の協議では、各気候区分ごとに学習を進めるのではなく、気候全体をジグソー法や、気候ごと

に担当を決めてグループ分けをし、発表という形をとることはどうかと議論になった。しかし、時間

数的な調整は可能になるものの、自身の担当する気候のみの知識が深まってしまう可能性も懸念され

る。気候の知識を活かして各地域を概観する力や、生活文化の多様性を見る力をつけるために各気候

の特徴を押さえることは重要であり、単元にかける時間数の調整とそれぞれの力の獲得との両立をど

のように図るかは課題であると考えている。 

カ 実践を通して 

(ｱ)社会的事象の地理的な見方・考え方をいかに働かせるかについて 

社会的事象の地理的な見方・考え方をいかに働かせるかについて、生徒の考察の結果が授業内容の

再生に留まってしまった部分があったように、今回設定した問いや課題設定の方法、授業展開の方法

熱帯特有の植生でしか栽培ができないパーム油などの商品作物を輸出することで経済が成り立っている

国も多く、熱帯特有の植生を生かしたプランテーションが盛んである。また、サバナ気候のように雨季

と乾季で気候が大きく変わる地域もあり、植生もそれにより大きく変化する。 

 

 

乾燥帯は降水量が少なく、乾燥しているため、モロッコの土鍋のように水分を節約したりする工夫が

人々の生活の中で為されている。また、水分が少ないため、川などの 水資源がほかの地域に比べて、

特に重要資源であり、国際問題も発生している。ほかにも、強い日差しの影響で、丈の長い服を着る人

たちもいる。また、それらの影響で 日干し煉瓦が使われている家もある。 

・乾燥帯ではそもそも水資源が貴重である。そのため昔から人々はこの環境に適応すべく様々なことを

行っていた。代表的なものとしては土鍋、これは食材の水分で料理を行うというものである。また動物

の乳も古くから飲まれていた。また強烈な日差しや砂塵のためスカーフやターバンなども服装として多

く用いられてきた。そのような独特な生活様式はイスラム教の教えに反映されている。乾燥帯では肥沃

な土地で農業も行われるが、各地で水資源と上手に向き合うための工夫が見られる。 
 

18



02 地理歴史 7 / 13 

 

などが生徒の見方・考え方の醸成につながっているかはさらに検討が必要だと感じた。検討するにあ

たっては単元や本時の内容に加え、生徒の実態、授業時数との兼ね合いもあるため、総合的に判断し

て学校の実態に応じた課題設定が重要だと考える。また中学校で学んだ内容についても調整をしなが

ら指導を行うことも必要だと感じた。 

(ｲ)指導と評価の一体化について 

指導と評価の一体化については普段の振り返りや考察を見取り、そこから指導し、そして最終的に

「記録に残す評価」の場面につなげる方法をとった。生徒の力を高めるには有用な方法であると感じ

たが、一方で上述したように生徒の「正解主義」的な側面も見られた。また評価規準についても複数

の教師で評価をする場合には設定した評価規準の共有が必要となる。この部分については教師側も生

徒側も認識を改めていく必要があると感じている。教師側は生徒の考察をしっかりと設定した評価規

準の中で評価をしていくこと、生徒側はその評価を受け入れ、今後の自身の学習に活かしていくこと

を繰り返すことで、生徒の力が伸びるのではないかと考えている。まだまだ生徒に正解のみを求める

学習観がある中で、自身の資質や能力が高まったと実感させることができる指導をどのように行なっ

ていくかは課題であると感じた。 

(ｳ)本時の内容について 

今回研究授業として私が行った授業は、協議の中で地理が専門で無い教師でも行える授業なのでは

ないかという話があがった。地理総合が必修となり三年目を迎えたが、地理が専門で無い教師も授業

を行う機会が増えているのではないかと考える。数多くの教師が授業に関わる中で、個人個人で授業

力向上に向け努力をすることは必要だが、地理が専門でない教師が授業を行っても、生徒の資質や能

力が高められるような授業づくりは重要なのではないかと感じた。 

 

 

【事例２】 

(1) 単元指導計画 

ア 科目名：「日本史探究」 

イ 単元名：中世への転換と歴史的環境 

ウ 単元の目標： 

(ｱ) 貴族政治の変容と武士の政治進出、土地支配の変容などを基に、古代から中世への時代の転換を

理解する。 

(ｲ) 権力の主体の変化、東アジアとの関わりなどに着目して、古代から中世の国家・社会の変容を多

面的・多角的に考察し、表現する。 

(ｳ) 時代の転換に着目し、中世の特色について多面的･多角的に考察し､時代を通観する問いを表現す

る｡ 

(ｴ) 中世社会の特色について多面的・多角的に考察することを通じて、時代を通観する問いを表現し、

追究しようとする態度を養う。 

 

エ 単元の評価規準 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・貴族政治の変容と武士の政治

進出、土地支配の変容などを基

に、古代から中世への時代の転

換を理解している。 

 

・権力の主体の変化、東アジアと

の関わりなどに着目して、古代か

ら中世の国家・社会の変容を多面

的・多角的に考察し、表現してい

る。 

・時代の転換に着目し、中世の特

色について多面的・多角的に考察

し、時代を通観する問いを表現し

ている。 

・中世社会の特色について多面

的・多角的に考察することを通

じて、時代を通観する問いを表

現し、追究しようとしている。 
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オ 単元の指導と評価の計画（11時間）（○…「記録に残す評価」 ●…「指導に生かす評価」） 

次 時 学習活動 知 思 態 評価のポイント・指導上のポイント 

１ 

１

・

２ 

【院政のはじまり】 

・延久の荘園整理令がどういった点に

おいて画期となったのかを考察する。 

・院政を支えたのはどういった階層の

者なのかを理解する。 

● ●  ・院政期以降、どのように政治勢力が

並立したのか理解している。（知識・

技能） 

・歴史における土地の支配や所有が持

つ意味について考察している。（思

考・判断・表現） 

２ 
３

・

４

・

５ 

【院政と平氏政権】 

・摂関期から院政期への政治的推移の

中で、武士がどのような存在として捉

えられるようになったかを考察する。 

 ●  ・中央貴族の武士に対する認識がな

ぜ、どのように変化していったか、そ

の画期について考察している。（思

考・判断・表現） 

・国際関係、経済といった多角的な分

析を可能とする資料を提供する。 

３ ６

・

７

・

８

・

９ 

【鎌倉幕府の成立】 

・源平の争乱の過程から、鎌倉幕府の

機構が段階的に成立していったことを

理解する。 

・中世において、公権力がなぜ複数存

在することになったのかを考察する。 

● ●  ・武士の政治への関与が強まること

で、社会や公権力の在り方にどのよう

な変化があったのかを理解している｡

（知識・技能） 

・中世社会が持つ特徴について、なぜ

そうした特徴が成立していったのかを

考察している。（思考・判断・表現） 

４ 

10

・

11 

【古代から中世への転換】 

・古代との比較や、時代の転換点とな

る出来事を踏まえ、時代を通観する問

いを立てる。 

・古代から中世の国家、社会の変容を

多面的、多角的に考察する。 

 ● ○ ・古代から中世の国家、社会の変容を

多面的、多角的に考察している。（思

考・判断・表現） 

・古代との比較や、時代の転換点とな

る出来事を踏まえ、時代を通観する問

いを表現し、主体的に追究しようとし

ている。（主体的に学習に取り組む態

度） 

※「知」「思」については、単元学習後に行われる定期試験において記録に残す評価として見取ること

とする。 

カ 授業実践例（11時間目／11時間） 

(ｱ) 授業のねらい 

・古代との比較や、時代の転換点となる出来事を踏まえ、時代を通観する問いを表現することにより、 

中世という時代の特色を探究するための筋道を立てる。 

・古代から中世の国家、社会の変容を多面的、多角的に考察することで、その後の中世の国家や社会 

の展開について仮説を立てるための思考力、判断力、表現力を養う。 

(ｲ) 授業の計画 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１ 導入（５分） 

◇前時までの活動の確認（５分） 

・「土地制度」「武士」「仏教」「天皇」「東アジア」という５種

類のグループに分かれ、それぞれの「時代の転換点」となった歴

史上の出来事を、既習のワークシートから選び、根拠とともにグ

ループ内で共有している状況であることを前提として、本時の活

動である「古代との転換点に着目し、中世に関する時代を通観す

る問いを立てよう」を提示する。 
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２ 展開（40分） 

◇各グループによる発表、｢時代の転換点｣の共有（25分） 

・それぞれの発表内容について、メモを取り、主題となる問いづく

りの準備とする。 

 

◇各自による時代を通観する問いの作成（15分） 

・中世がどのような時代となるのか、グループによる発表内容を踏

まえ、自身の立てた時代を通観する問いをしっかりと理由を付け

てGoogle フォームへ回答する。 

●思考・判断・表現 

既習事項を中心に、根拠に基づ

いて古代の画期について多面

的・多角的に考察しているか。 

(発表) 

○主体的に学習に取り組む態度 

時代を通観する問いを表現する 

ことにより、中世という時代の 

特色を探究する姿勢を身に付け 

ているか。(Google フォーム) 

３ まとめ（５分） 

◇まとめと次回以降の学習への展望（５分） 

・本時の学習を踏まえ、次回以降の鎌倉時代、室町時代と学習して

いく中においても、様々な仮説を立て、近世に向けた画期を見い

だしていけるように伝える。 

・本時の活動について、いずれは、現代社会の諸課題に向かって問

いを立て、解決していく資質・能力を養う活動の一端であること

を確認する。 

 

研究実施校：神奈川県立相模原高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月22日(火) 

授業担当者：浅羽 元 教諭 

 

参考文献 

・使用教科書 山川出版社『詳説日本史』  

・副教材 浜島書店『新詳日本史』  

・文部科学省『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説地理歴史編』 

 

 (2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア 「日本史探究」改訂の要点 

『解説』P23～26には、「日本史探究」の改善・充実の要点として以下の６点が述べられている。 

(ｱ) 「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

(ｲ) 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

(ｳ) 単元や内容のまとまりを重視した学習の展開 

(ｴ) 「歴史の解釈，説明，論述」を通じた知識，概念の深い理解と「思考力，判断力，表現力等」の

育成の一層の重視 

(ｵ) 資料を活用し，歴史の学び方を習得する学習 

(ｶ) 歴史的経緯を踏まえた現代の日本の課題の探究 

 これらの内容について、学ぶ手順について示したのが(ｱ)～(ｳ)、目的について述べているのが(ｴ)

～(ｶ)と大別することができる。これらの６点のうち、(ｵ)以外は全て「歴史総合」との関連が触れら

れている。例として、(ｱ)では「『歴史総合』において働かせ，鍛えてきた『社会的事象の歴史的な

見方・考え方』をさらに『日本史探究』においても働かせ，鍛えていくことが求められる」とされ、

(ｲ)では「『歴史総合』と同様に『日本史探究』においても，『社会的事象の歴史的な見方・考え方』

を働かせ，鍛えるためには，『主題』や『問い』を中心に構成する学習の展開が必要である。」とさ

れる。すなわち、基本的には「日本史探究」は「歴史総合」における学習を発展させることが要点と

なっており、指導する際には、そもそも「歴史総合」がどのような科目であるのかを的確に捉え、継

続的な指導を行っていくことが求められている。ただし、各項目の中身が「歴史総合」と同一という

ことでは決してなく、特に「日本史探究」独自の設定として、例えば(ｲ)では「大項目ＡからＤまで

の(1)には，生徒がその後の学習への見通しをもつための『時代を通観する問い』を表現する学習，

(3)には主題を設定し，それを踏まえた課題（問い）を設定して展開する学習，大項目Ｄの(4)には，

生徒が現代の日本の諸課題とその展望について，自ら主題を設定して，考察，構想する学習を示して

いる」とされ、(ｳ)ではこれらの内容がより詳しく述べられるとともに、(ｴ)では「学習の全般にわた

って『歴史の解釈，説明，論述』などの学習活動を繰り返し行うことで，習得した知識，概念の深い

理解とともに，思考力，判断力，表現力等の育成を一層図る」「具体的には，各大項目の(3)で，事

象の意味や意義，関係性を考察し，諸事象の解釈や歴史の画期を表現する学習活動の充実が求められ

る。」といった内容が示されている。つまり、「日本史探究」は各大項目とそのうちの中項目(1)～
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(3)における「学習活動を繰り返し行う」ことで、(ｶ)に示される現代の日本の課題の探究を、科目の

まとめとして目指す科目ということが読み取れる。これは、中項目(4)で述べられていることと同義

であり、大項目Ｄのみに(4)が設定されているのは、大項目Ａ～Ｄまでに積み重ねた学習を踏まえて、

現代の日本の課題の探究をすることが「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した

りする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す」

という教科の目標の実現につながるからであるといえよう。 

イ 年間指導計画について 

 従来の日本史Ｂにおいては、技能や思考力を養う項目が段階的に設けられていた。「日本史探究」

では「歴史総合」を踏まえることで、「歴史の学び方」や「思考力」は既にある程度習得したとして、

「歴史の解釈，説明，論述」などの学習活動を繰り返し行うことが特に求められている（『解説』

P25）。よって、年間指導計画を作成する際には、各大項目において中項目(1)～(3)をどのように実

施していくかをしっかりと考えていかなくてはならない。具体的には、(3)に位置付けられる「歴史

の解釈，説明，論述」を行うために、まず(1)における「時代を通観する問い」を立てる活動と(2)に

おける「資料を活用して」「仮説を表現する」活動を各大項目に設定していく必要がある。その際、

教科書の項目を順番通りに指導していくのではなく、(3)に該当する「各時代の画期」となる部分の

学習に向けて、それ以前の時代の転換点において問いを立てたり、仮説を表現するための資料を用意

していくという視点から、単元の指導と評価の計画を策定することが求められるのである。 

ウ 単元及び本時の授業について 

今回の単元「中世への転換と歴史的環境」は、大項目Ｂ「中世の日本と世界」の中項目(1)にあた

る。大項目に「世界」の文字があるように、特に東アジアとの関わりなどに着目して、中世が古代と

どのように異なる時代なのかを捉えていくことがその主旨と考える。そして、特に今回の単元である

中項目(1)においては、古代と中世がどのように異なるのかについて、「権力の主体の変化」を、院

政期から武家政権成立期の歴史の展開と結び付けて考察し、「時代を通観する問い」を表現していく

ことが目指すべき到達点である。 

本時の授業では、中項目(1)として具体的に示される院政の始まり～鎌倉幕府の成立までを前時ま

でに学習し、「中世を少し学んだ」状態である生徒に対し、その後の学習に向けた「時代を通観する

問い」、すなわち中世を見通せる問いを立てることを目指して活動を行った。その際、事前に古代の

画期を振り返るグループ学習とその発表を行い、古代とはどのような時代だったのかを改めて全体に

共有することで、古代との比較を踏まえた上での中世像を表現しいくことを目指した。 

 具体的には、ワークシート（図３）にあるように、授業前半は各グループによる古代の画期をメモ

した上で、後半にはGoogle フォームに生徒各自が「時代を通観する問い」を投稿するという授業を

構成した。 
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図３ ワークシート（日本史探究） 

 

エ 「指導と評価の一体化」について 

 授業内において、今後の授業で適宜投稿された問いを共有していく旨を伝え、これらを踏まえて中

世という時代の解釈を行っていくと、授業ごとの主題にどう考察が出せるのかを示している。「時代

を通観する問い」を表現する活動については、問いそのものの数値的な評価は行わず、その後の中項

目(2)における仮説、(3)における時代の解釈の表現にどのような変化があるのかを見取っていく第一

歩とする。問いの共有、教師からの問いかけの往還を繰り返すことで、生徒の資質・能力を育て、最

終的目標ともいえる大項目Ｄの中項目(4)における「現代の日本の課題の探究」へ向かっていけると

考える。よって、(2)の仮説、(3)における主題ごとの解釈は適宜回答を収集していくことが望ましい。 

オ 成果と課題 

(ｱ) 生徒による「時代を通観する問い」について 

 図４は上から回答された順に原文ママの内容で、実際には同様の回答が指導中の学年全体分、下に

続く。『解説』P220に示される「時代を通観する問いを表現する学習については，小項目（ｱ）の学

習や，中世の特色についての考察などを踏まえ，例えば，武士の政治への関与が社会にもたらした変

化や，併存する政治勢力がそれぞれの勢力を維持していた状況など，生徒がこれまでの学習を通じて

生じた様々な疑問を相互に表現し，それらの疑問を基に，教師が問いかけを行うなどして，中世の特

色について課題意識をもって察するように指導を工夫する。それらを踏まえて，生徒が，例えば，

『なぜ中世では，同じ時期に，政治や社会に力をもつ人や集団が複数存在していたのだろうか』など，

中世の特色を探究するための筋道や学習の方向性を導く問いを表現する学習が考えられる。」という

文章を踏まえるならば、中世全体を見通せるような論旨の回答の割合は半数を超えているように見受

けられる。課題としては、まず古代と中世の範囲が混同されている回答もあり、いつからが中世であ

るのかは単元内で明示したにもかかわらず、定着に至っていなかったことが分かる。そして、最大の

課題として、「通観する」の部分に教師も生徒も誘導された傾向が強すぎたことがあげられる。問い

というよりも、根拠がない中で予想、憶説を並べる状態になってしまった原因は二つあり、第一に、

ワークシート（図３）の例や古代の振り返りに原因があったからと考える。「なぜ」「どのように」

といった方が適切であった。第二に、前述の通り「通観する」という言葉の位置付けが曖昧であった

ことに原因があると考える。見通すことにこだわると、共通点ありき、正解を探るような問いしか立

たず、もっと素朴な問いや疑問を収拾し、そこから「時代を通観する問い」を導き出すような積み重

ねがあっても良かったのではないか。 
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図４ 生徒による「時代を通観する問い」（原文ママ） 

 

 

図５ 生徒による「時代を通観する問い」を立てた理由（原文ママ） 

 

(ｲ)「社会的な見方・考え方」について 

 学習指導要領を要約すると、「社会的な見方・考え方」については｢時期、年代、時代など時系列

に関わる視点｣｢展開、変化、継続など諸事象の推移に関わる視点｣｢類似、差異、多様性、地域性など

諸事象の比較に関わる視点｣｢背景、原因、結果、影響、関係性、相互依存性など事象相互のつながり

に関わる視点｣｢現在とのつながり｣といった５点を働かせていくということになる。今回の授業では、

図５にあるように、「現代とのつながり」を除く４点のいずれかを視点として含んだ回答が多く見ら

れた。理由を述べることを義務付けたのも要因であろうが、実際は授業前半に古代の振り返りを行う

際、「武士」「土地制度」「仏教」「天皇」「東アジア」といったグループ分けを行ったため、必然

的にこれらの視点を用いていくことになったからであると推察する。この五つのグループは教師側が

設定したものであり、いずれにしても、教師が誘導を強めることなく、生徒が主体的に「社会的な見

方・考え方」を働かせられるような、継続的な指導、授業計画を行っていく必要があるだろう。 

(ｳ) 今後の実践に向けて 

今回の実践は資料を提示せずに行ったため「根拠がない中で予想、憶説を並べる状態」と上に述べ
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ることにはなってしまったが、資料を準備の上、今回の授業のような中項目(2)の回を設定し、その

後の中項目(3)へ進んでいくというのが本来の「日本史探究」の在り方ではあると考える。生徒が立

てた問いを見ると、院政から源平の争乱にかけて、教師が問いかけた質問や生徒自らがあげた問いを

踏まえての回答となっているものがある。例としては、仏教が勢力を持つという回答が複数あげられ、

これは僧兵の存在が根拠になっていると考えられる。よって、これを「なぜ」の問い、疑問の視点か

ら再構築すれば、中項目(1)の活動にあてはまる単元構成になっていたのではないか。研究授業を実

施した問いづくりの活動をわざわざ行わなくとも良かったと考えられ、むしろこの授業を仮説づくり

の中項目(2)の活動に置き換えることで、中項目(1)で出された問いに呼応し、(3)の解釈に結び付く

ような資料を用意することができれば、しっかりとした根拠に基づいて仮説を表現する授業が展開で

きたのではないかと思われる。ただし、「資料を用意する」と簡単に書いてはいるものの、これは実

践事例が少ない現状では、多くの教科書に掲載されるような資料を用いるほかなく、教師側にとって

はかなりの労力が必要となってくることが予想される。すなわち、適切な資料収集は、地理歴史科の

教師が指導力を向上していく上で、特に研鑽が必要な技能の一つとなってくるだろう。 

以上より、これからの実践に向けた「日本史探究」における教師の役割をまとめると、中項目(1)

における問いづくりの支援と見取り、中項目(2)の仮説に向けた資料収集・提示と仮説の表現に向け

た問いかけ、中項目(3)の事象の解釈や画期に気が付く主題・問いづくり、となっていくと提案する。

要約するならば、問いづくりと資料収集の２点に尽きる。「日本史Ｂ」の頃より、主題の設定を含め

既にこの２点を軸に指導を積み重ねてきた教師もいると考える。しかし、「歴史総合」との接続を踏

まえ、生徒自身による問いの発見や、学習の展開が繰り返されることで、最終的に現代社会の諸課題

を解決するという構成が「日本史探究」という科目ならではの特徴であり、多くの指導者にとってこ

れに合わせる形で、授業の在り方を大きく見つめなおしていく必要はあるだろう。 

カ まとめにかえて 

今回の実践では上手くいかなったこともあったが、「歴史総合」との接続、中項目を基盤とした学

習の循環が定着していくことで、今後の「日本史探究」の実践・研究がさらに深まることが期待され

る。順序の関係上、実施されてまだ二年目の科目であり、事例報告等の成熟が待たれるが、大項目Ｄ

という目的地から逆算し、全体を見通した「日本史探究」が構想されていくことを願ってやまない。 
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